ＭＨＢ教育研究会　２００５年度大会「学校教育の中で多言語を育てる」
「帰国子女が多い環境での日本語・外国語指導の現状」

１．啓明学園初等学校の国際学級

杉山健太郎（啓明学園初等学校）
1.1　啓明学園初等学校の紹介　

・歴史　創立者三井高維が昭和１５年（１９４０）年、東京都港区赤坂台の私邸に開いた帰国生のための小学校をルーツとする。氏は学園発足にあたり、①キリストの教えに基づく人間教育の実践、②民族・人種の違いを超えた国際理解と個性の尊重③体験学習による想像力の養成④世界市民としてのマナーと品性の修得という４つの教育方針を掲げた。とりわけ「正直・純潔・無私・敬愛」というキリストの教えは学園の基本精神として現在まで脈々と受け継がれている。

・児童数　３１９人（2005年7月現在）　１学年２クラス、全１２クラス。各クラス３０人程の児童によって学級編成をしている。

・帰国児童　全体の２０～２５％（英語圏帰国児童が主）
２１カ国にわたる滞在国(2004年3月現在)
1.2　国際学級の紹介

　本学園では帰国児童の取り出し学習を行っている。この取り出し学習を行うクラスを「国際学級」という名称で呼んでいる。（以下、国際学級の表記は全てこの意味である。）

・授業時間　一般クラスが国語・算数を学習している時間に国際学級児童は国際教室へ来て学習をする。国際教室にはそれぞれ自分専用の机があり、各自が担当教諭の用意した教材に沿って個別学習をしている。

・対象児童　１年生～６年生の帰国児童で日本人学校は行っていない児童が多い。　　　　　 英語圏からの帰国が主である。

・編入　年間を通して随時、受け入れをしている。編入試験後、編入を決定する。

・児童数　１２～２３人程度、随時編入を受け付けているため国際学級児童数は常に変動がある。

1.3　初期オリエンテーション

　国際学級編入時にすべての児童を対象として実施している。このプログラムは日本での生活、啓明での生活に必要な知識、言葉の確認を主な目的としている。
新編入児童は日本での生活の全くない児童が多くいる。それだけでなく、電車やバスで通学しなければいけない環境へ対応することは児童にとって過大なストレスになっていることが考えられる。このような環境に順応していく援助を国際学級では初期オリエンテーションで主に対応している。
　このオリエンテーションの内容としては、（学校建物内・学校建物外のことば、校具、時間割、教科の呼び方、日にちの数え方、あいさつの仕方、礼拝の仕方、通学時のことば、交通ルール）というものが主な内容となっている。
　また、国際生を迎えるに当たり、特に言葉を選んで使うことに気をつけている。
　例えば、大グラ　（
啓明でしか使わない言葉）               身近でない
　　　　　整列　　（運動会・体育の時にしか使わない）　         ↓
　　　　　並ぶ　　（日常生活で使用する言葉）               　 身近
　このオリエンテーションによって編入児童が最低限必要な生活言語を持っていることを前提とすることが出来ると考えます。児童にとっては日常に入ってしまうとなかなか聞けないことや気が付かないことを、解消することが出来ているのではないだろうか。
1.4　クラストライアル

　　　　　　　　　  帰国
　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　編　入　試　験
学力レベル　　一般クラスに対応できる　    一般クラスと差がある
　　　　　　 　一般クラス      　         国際学級
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （国際学級で学習）
                                                   ↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊１クラストライアル
　                               　　    ↓ 　　　　　　　    ↓
                              （＊２　クラス学習の判断）   もう一度
　　　　　　 　　　　　　　　　　一般クラス    　　 国際学級
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　一般クラス    　
＊クラストライアル
　国際生は学習スタイルが自学習のため学習が単調になり「読む、書く、話す、聞く」のうち、「聞く」経験が少なくなる。（国語・算数について）国際学級においても複数名で話し合い活動をすると、驚くほど「ことば」が豊かになる。物語文教材などでは児童がクラスで学習可能な場合、積極的に受け入れてもらっている。
　進度や学習態度の状況などから、クラスでの学習が可能と判断した場合「クラストライアル」を実施している。この期間は、担任と本人、保護者と相談をしながらその後の方針を決めていくようにしている。
＊クラス学習の判断
　クラストライアルから、クラス学習への切り替え時は、国際担当者、クラス担任で話し合いの結果、本人の意思を確認し、家庭への連絡をする。
 （この判断は国際担当者、クラス担任、本人、保護者の総意による）
1.5　国際会議

　啓明学園初等学校国際学級では、毎週一回担当者会議をしてきた。過去には学級担任・専科教員・養護教諭・中高国際担当者も参加している。この会議のことは「国際会議」と呼んでいる。以下「国際会議」の表記については全てこの意味である。

初等国際学級では連続的な児童への指導が出来にくい一面がある。そのため、２００２年度以降は、週に一度昼食時に集まって「国際会議」を行ってきた。２００３年度については、学級担任教諭が国際スタッフとなっているため、放課後にも時間を設け会議を行ってきた。
　この会は様々なスタッフが「それぞれの視点で捉えた児童について語り合うこと」「今後どのように学習を進めるか方針を確認する」といったことを主な目的としている。複数の教員が関わって国際学級が成り立っているという性質上、教員間のコミニケーション・情報の共有は特に力を注いでいくべきだと考える。
　過去４年間この会を継続してきて「多面的に児童を捉えること」「統一した意識で児童に向かうこと」「教員自身の安心感」において多大な成果があった。
＜国際会議での主な確認事項＞
・一週間の学習・生活の様子（在籍児童一人ずつ）
・クラストライアル実施の確認
・国際終了の確認
・国際教材の検討　　　　　等
1.6　教員配置

　現在、初等国際学級ではメインの国際担当者が１人おり、その他に多数の教員が関わって成り立つというシステムをとっている。（２００４年度 約８名）そのため、来室児童数により、その時間国際学級に関わるスタッフ数が全く異なるということが起きる。また、メインのスタッフであっても常に国際学級にいるのではなく、他クラスの授業でいない場合もある。このようなことから、連続的に児童の学習、生活に関わっていくことが難しい。
　他方、多人数で児童を指導できることは一方的な児童の見方に捕らわれず、多面的な視点から１人の児童を捉えることが出来る。これは教員間で多様な視点を持つことにとても効果的であった。
1.7　低・高学年集団

　国際学級には約２０名の児童が常時在籍し，入れ替わり立ち替わりしながら各自個別学習を行っている。

高学年児童においては自分なりの学習スタイルもできてきて教員からの指示を待たなくても学習に向かうことが徐々に出来るようになる。
　低学年児童の場合「日本語の問題」のみならず，学習に向かう姿勢，生活態度のところから国際学級での生活がスタートする。どうしても自分一人では学習に向かうことができず大人の手を必要としてしまう。国際学級という自分だけが特別に与えられた居場所ということからの甘えもあるのか教員が横にいないと学習をしない，目を離すと遊んでしまう，よそ事をしてしまうといったことが起こりやすい。
　国際学級は一斉授業ではないため児童の動きもそれぞれに違う。すると、学習習慣のない児童は学習することよりも他のことに気がいってしまい、他の児童にも迷惑のかかるような状況が生まれてしまう。
　どう学習習慣を身につけさせていくかは国際学級にとって大きな課題である。
・低学年（２･３年生）
　　教員の援助が一人に一人必要
　「授業を始めます。」と言ってもなかなか机に座れない。学習を始めても集中力が続かない。一人での学習は不安があり、教員をそばに置きたくて独り占めをしてしまう。
・高学年（４･５･６年生）
　＊a個別に教員の指導を必要とする児童（ 国際学級で対応を課題としています ）
     →自分だけでは学習に向かうことができず、自学習の習慣も身に付いていない
　　　ため教員がそばにいないと学習できない。
  　ｂ学習進度は遅いが自学習の可能な児童
→自学習の習慣が身に付いているため、学習進度としては遅いものの、着実に　　学習を進め、力をつけることが出来る。
  　ｃ学習進度にも問題がなく自学習の可能な児童
→帰国後の心理的ケアを行うことによりスムーズにクラスへの学習に入れるよう　配慮する。
　　ｄ日本語のケアが必要な児童
→日本語スタッフを中心として専門的なケアを行っている。
机に向かう学習習慣の身に付いている児童となかなか机に向えない児童の差が大きい。
1.8　学習習慣

・学校生活環境の変化　学校生活に関するルールが以前いた学校と違うために、以前は許されていたことがしてはいけないことになったり、守らなくてはいけないことが変わるため生活の様々な場面で戸惑いを感じることが多くなる。このことが自分の生活に自信が持てなくなったり、生活を不安定にさせる要素となってしまう。

· 学習ルールの変化　授業のすすめ方、ノートの取り方、宿題のやり方、学校から出る

課題のやり方など、以前いた学校の学習方法と学習の進め方を変えなければならなくなる。そのため、ちょっとした学習の仕方やルールにもつまずきやすくなる。

・環境の変化に伴う甘え　生活・学習環境の変化に伴い、やらなければならないこと、変えなければならないことがたくさんある。そのため保護者も子どもに対して厳しく要求をすることが出来にくくなり、学習や生活がだらしなくなってしまう場合もあった。

　また、児童自身も国際学級では個別学習のため担当者に対して甘えてしまうことも多く見られる。
1.9　漢字学習

　国語をクラストライアルするに当たり、子どもたちがよく口にするのが「漢字テストこわい」ということである。国際学級在籍児童にとって漢字テストは最も苦手意識を感じるようだ。国語の学習事項の中でも最後までたくさんの分量があり、あまり気の進まないもののようである。初等学校ではどの学年も漢字テストを実施して習熟を図っているが、児童が一般クラスの漢字テストで、他の児童と同じだけ点数がとれるようになるにはかなりの時間がかかる。そのため、クラスの児童と一緒にテストを受けるというのはものすごく勇気の必要なことである。クラスで漢字テストを受けるようになった段階が児童にとっては一番の踏ん張りどころになる。
1.10　課題を自覚出来ない・したくない

　国際学級では、児童の学習段階に即した教材で学習を進めている。この教材は児童の学習に穴が出ないことを考慮しているため、所属学年と大きく開きのある学年の教材で学習する場合もある。そのため、「こんなの知ってるのに何でやるの？」といった気持ちを感じさせる原因になっていることもある。
　このような気持ちから「今自分がやらなければならない課題」よりも「次に何をやるか」ということの方が感心事になってしまいやすい。こうなってしまうと「今自分がやらなければならない課題」へ気持ちが向かなくなるので、やったことが自分の力になっていきにくい。また、わからないことや聞きたいことがあっても、「出来ない自分」を皆に見られたくないために、「全部わかった」「知ってる」などと誤魔化したり、本当の自分を見せないように自分を守ることが出てきてしまう。
２．帰国子女の多い環境の中での日本語指導　　

－　指導の実際と異言語間移動による問題・傾向　―

島田かおる　（啓明学園初等学校　国際学級日本語）

2.1　はじめに

　啓明学園初等学校国際学級での日本語指導は大きく二つに分かれる。一つは日本語を母語としない親を持つ児童、または日本人ではあるが日本語能力をほとんど持たない帰国児童への指導、もう一つは日本語を話すことは出来るが日本語（国語）読み書き能力の十分でない帰国児童への指導である。前者は外国人への日本語として指導を開始し、積み上げていくことが出来るが、後者への日本語指導は前者へのものと全く違う。外国人（成人）への日本語指導・また外国人児童に日本語を指導してきた私にとって、この後者の帰国生への日本語指導は当初全く未知の世界と感じた。日本語を話すことはできるが何かおかしい。新しく日本語文型を教えることもあまり役に立たない一方、意味のわからない語彙、使えない語彙があちこちに出てきて指導者にはまるで予想が出来ないからだ。この日本語・国語能力の違いは、それぞれが辿ってきた日本語言語環境の差異によっておこる。家庭生活言語・学習言語・社会生活言語この三つの領域を、どのようにどのぐらいの期間で経験してきているかは、滞在していた地域の状況や家庭環境によって異なるのである。

このように様々な背景の外国に影響のある６才から１２才の児童が、大きな環境の変化を経て集まって学習しているのがこの国際学級である。指し当たってのゴールは母学級でクラスメイトとどの科目も一緒に勉強出来る日が来ることではあるが、日本語レベルがどのようであれ、だれもが一日一日何かしらここで知識を得、新しいことを発見することが出来ることを望みつつ日本語指導をし学習援助をしている。このチームワークの中で私自身は主に前者の日本語能力の低い子供たちを指導してきた。今回はその立場から日本語指導の実際と後者の帰国生児童に見られる問題の二つに焦点を当ててまとめてみた。

2.2 どんな子供たちがいるか

子供たちの滞在国は英語圏であることが多いが、そうでなくても国内外のインターナショナルスクールに通い英語を学習言語としてきた児童が大半を占める。その他、過去四年間にはドイツ語、中国語、フランス語、チェコ語を学習言語としていた児童もある。児童の日本語の状況は以下のように三つに分類できる。（資料１参照）

①　会話・読み書き共にほとんど出来ない児童

②　日本語を話すことが出来るが日本語読み書きの能力の極端に低い児童

3 会話・読み書きが出来、日本語での学習援助のみが必要な児童

①の子供たちは親の母語が日本語ではない場合、または現地生まれで家庭でも日本語使用のなかったために日本語を母語としない日本人の子供たちである。②の児童は日本人の両親あるいは母親を持ち家庭では日本語を使用するが日本人の少ない地域で補習校に行く機会もなく現地校だけに通ったか、あるいは国内インターナショナルスクールで学習したため学習言語としての日本語使用のなかったものである。現地滞在７年以上で10才を超えて学習言語を日本語へと変えるケースも多く見られる。この場合、日本語も家庭内の生活言語にとどまることが多く、他者とですます体で話すことを知らないこともある。③の場合は現地校で学ぶと同時に補習校に通うなど日本語での読み書きの習慣があり、教師や友達たちとも日本語で話す経験を持っているが、主に漢字学習が当該学年に大きく後れているため、読み書きが十分できない子供たちである。また、この場合、日本を離れた年齢・滞在期間などにより他言語で習得出来た学習内容が極端に少なかったり、情緒的な問題をはらんで帰国したりするケースも少なくない。これは2.4で詳しく述べることとする。
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資料１　2001年４月～2005年４月　帰国・外国人編入児童　内訳

　　　 

　　　 
　　　
　
編入学年　　　　　　　　　　　　 年 　 合計人数　　　　　　　　　　　
人数 (10) (17) (12) (21) (18) (20)人  （９８人）  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
資料２　会話読み書きゼロ児童及び 学習・習慣・情緒の問題を持つ児童の背景　
	　　         （全体からの比率）
	１年
	２年
	３年
	４年
	５年
	６年

	a.会話・読み書きゼロ
	　
　
	●７＃
○７＊
	○９
	●10

○８＃
○９＊
	○10＃
○10＃
	○７
　

	b.読み書きゼロ
　　　　　　　　　　　　(a+b 14.3 %)      
	　
	●７
	●５＃
	○　＃

	　
	●８
○11

	c.学習に問題
	　
	●４
	· ４


	●３
●８
	· ４

○ ８
	　

	d.情緒的に問題
                  (c+d 13.2 %)                    
	●５

	　
	○３
●４
●３
	●７＃　
	
	○８


                                  　 ●　男　○　女　　数字は非日本語（学習）環境下年数
　　日本語以外を母語とする児童　　＊外国籍児童　　＃片親外国人児童　
英語以外の学習言語

ドイツ語（３）　中国語（１）　イタリア語（１）　フランス語（２）　チェコ語（１）
2カ国以上移動児童（８）　3ヶ国語使用児童　（１）
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2.3何をどのように教えるか

　国際学級の日本語初期指導、漢字、国語教科書教材を用いた学習、作文、算数、また、適宜に理科社会を学習する。これらの児童に対しては単に日本語を教え学習の後れを埋めるだけでなく、心理的な配慮を欠くことはできない。編入してくる子供たちは当然大きな環境の変化を通ってくるからである。友達からの離別、耳に入る言葉の変化、目の前の文字の変化、考え方文化の違い。現地校・補習校との忙しい生活から開放されて安堵する子供も中にはいる。けれども、親は帰国したと感じる傍らで‘日本という外国に来た’と感じる子供も多い。また、日本人であれば内面に係わらず外側からは同じ‘日本人’に見える。周りの者たちは子供たちのその内面と外見の違いを受け止めなければならないのである。そして、日本語はつたなくても異国でたくさんの経験を得、人間として今成長していることを忘れてはならない。そこで、指導に当たって次のように心構えをしている。

1 余分な緊張感をあたえない

　教科学習以前の指導として二つのプログラムを用意している。子供たちは以前は車やスクールバスで学校に通っていたのが、一人での電車・バス通学になる。看板も読めない小さな子供にとってはじめの一ヶ月は通学に慣れるのも一苦労である。しょくいんしつ、こくばんけしといった学校の言葉を使ったことがないことも多い。そのため、日本で生活していれば当然知っているであろう毎日出会う学校・社会生活の幾つかの場面での語彙などを‘知らない’ということを前提に教える。初期オリエンテーションと呼ぶ本校の学校生活に即したプログラムがそれである。これは日本語で学ぼう（文部省１９９２年）を基本としていており編入後２週間以内を目安にすべての編入生に実施する。また、もう一つはまた英語・日本語を対照して間違いが起こりやすい項目などをまとめたプログラムで編入二ヶ月の間に実施する。内容としては形容詞・擬音語擬態語・助数詞・年月週日の言い方などである。これらのプログラムは、ともすればだれも教えてくれない表現などを教師とのやり取りの中で触れさせてあげることで、毎日の余分な緊張感を除いてあげることをねらいとしている。このプログラムでは個人または２，３人のグループでのゲームなどを多く取り入れる。子供たちにとって新しい友達ができるかは第一の課題であり、小グループでのゲームの中で新しい友達とのやり取りの中で、それまでの緊張が一気にとけて本来の自分の姿を見せることは少なくない。また、その際色彩の鮮やかなカードや教具を意識して用いる。きれいなものを前にして「わあ！」とひとこと言った瞬間、子供の姿がまた変わるのである。

2 年齢にあった知的刺激を常に与える

子供たちの具体的な学習過程は日本語ゼロの子供であれば日本語初期指導、会話のできる子供であれば平仮名・かたなか・漢字などの文字学習から始まり、読み教材の音読・読み取り・文作りなどへと進む。また算数も並行して学習していく。この過程で重要なことは年齢にあった知的刺激を与えるように常に配慮することである。読み教材では漢字の難度のために年齢よりも幼稚なものに出会いがちである。例えば、他言語環境に６年滞在し、10才11才で帰国した場合、他言語＊１での既習の内容や知識もかなり持っているにも係わらず日本語の表記文字に慣れず漢字はもちろんひらがなさえほとんど読めない状況になっている。そのような場合で動物や科学などを扱った短い内容の読み教材を与えるのは効果がある。語彙が極端に難しくなければ漢字に振り仮名をつけた教材も与えていく。英語学習環境から日本に帰国した場合、漢字は大きな障害になる。アルファベットと違い、言葉の意味を調べるためにはまず漢字の読み方を知らなければならず、二重の困難が待ち受けているのである。この点で語彙の難度、長さが年齢に適当で内容のある教材を探すことが常に課題となる。本校では一般学級の国語では国語教科書を使用しているためそれに繋げるために国語教科書からの説明文などを使う場合が多い。けれそも、極端に学年より低い教材を与えることに抵抗を感じ得ない。また、外国人を親に持つ児童、日本語を母語としない帰国児童に、国語教科書教材の学習がどこまで適切かは検討を要すると感じる。
3 日本語初期指導→帰国生の日本語・国語学習→母学級での学習という流れを作る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　子供たちは短くて１ヶ月、長くて２年を越す国際学級での時間を終えて、母学級ですべて学習するように移っていく。その中で‘みんながしているように勉強したい’という意識がどの子供も強く持っている。様々なレベルの子供たちが一つの教室で勉強していることもあり、日本語がゼロの子供はほかの帰国生が学習しているようなものを、また、学習援助のみ必要とする帰国生は母学級の仲間たちが勉強しているのと同じものをと願っているのを感じることが多い。そこで、上記に述べたように教材選択に若干の無理があるが、初期指導から始める場合でも日本語初級テキストを全部終わる以前に、教材を国語教科書からの読み物教材に移行する。その時期は、身の回りの名詞、形容詞変化、～です、基本的な動詞とその過去形が終わったあたりとなり、これは初期指導開始２ヶ月以内にあたる。（資料３参照）また、教科書教材に移った後も文法的な躓きが見られるごとに、その部分を学ぶことが出来る単発の文法教材を準備して補充にあたる。このあたりで、学校にいる限り常に日本語に囲まれている子供たちの生活日本語習得は非常に速い。そして、更に国語教材の読み教材から語彙を増やしていく。また、小さいグループで朗読・紙芝居などで学習の発表の機会を持つこともあり、3学期には学年末の校内文集のための作文にも各自取り組む。この指導過程はこの4年間の試行錯誤の末に出来てきたものであり最も適したものといえるわけではない。けれども、この結果多くの子供たちから本校に来てよかったという言葉を聞くことが出来たことを何よりの評価と感じてきている。

2.4　帰国年齢別問題・傾向

　帰国児童を受け入れていく時、毎年、学習及び学習習慣、また情緒的に同じような傾向の問題を持つ子供たちに出会う。その数は過去4年間の統計では帰国編入児童総数98人中13.2 % にあたる。(資料２参照)そして、その問題と傾向は帰国年齢低学年・中学年・高学年とはっきりと違いが見られる。その子供たちのそれまでの経緯を注意深く見ていくと、情緒的に問題のある子供は低学年（６～8才）での帰国であることが多い。また、学習及び学習習慣に問題が見られる児童は中学年（８～10才）帰国がほとんで、滞在年数あるいは非日本語環境下年数が4年以下の子供たちである。そして、高学年（10～12才）帰国の場合、滞在年数が10年と日本語がゼロに近い状態であってもその後の日本語習得に大きな問題は起こることは少ないことがわかる。それぞれの問題・傾向の要因は以下のように予想される。
1 低学年帰国生に見られる情緒的問題

これらの児童は一様にコミュニケーションが苦手で自分の世界に入る自閉的な傾向がみられる。まず、低学年帰国の情緒的問題のある児童について、母語会話能力の形成期である4才前後に離日し言語環境に変化があったこと、あるいは外国生活への親の過剰な期待から母語以上に他言語接触が多くあったのではないかと思われるケース、また、離日以前の4才以前にすでに言葉の発達に問題があったケースなどがある。これらの児童は共通して4才から低学年（８才）の間に離日・帰国と二度の言語環境の変化を経験したことになるのである。これらのことから、4才前後に母親の言葉の中で十分に時間をすごし、母の言葉を豊富に耳にし、言葉での親の愛情を理解し、言葉をかわしていくことが非常に重要なことなのではないかと予想される。一方、本学園幼稚園4才（年長）帰国の場合、帰国当初環境に慣れるのに時間がかかるものの、続いて初等学校に入学し問題を引きずっている児童はみられない。つまりこの場合、4才～８才の期間に継続して安定した言語環境下での生活・学習ができているのである。

②　中学年帰国生に見られる学習及び学習習慣の問題

　この問題は帰国生を扱う中で最も難しい事柄である。学習が進まない、学習習慣がなかなか身につかない、落ち着きがない。けれども、これらの児童は日本語の会話ではさほど問題がないため、それが単に帰国直後の日本語環境に慣れないためなのか、それとも深い別の問題があるのか見分けがつきにくい。そして、編入3ヶ月から半年ほどの期間に学習が一向に進まない状況が明らかになってくる場合が多い。また、英語力も低下する。どちらの言語も成長しない状態が起こりかけているのである。これは強い言語能力を持たない児童に起こることであるが、今回これらの児童の背景を詳しく調べる中で大変興味深いことを発見した。それは、学習に問題が見られる帰国児童の中に、日本で就学し１年生の１学期に離日して他言語学習環境に入った児童が複数見られたことである。(資料２　部分参照)　文字学習を始めひらがなを覚え始め、数遊びをして数に慣れたころ、突然学習言語が変わる。もし４～8月生まれであるならなおさら大変な状況になる。日本と欧米の学期制の違うため、6才で日本で１年生を始めてその後8月までに誕生日を向かえて離日した場合、現地では7才を迎えているのですぐに2年生に入ることになってしまうのである。１年生の2、3学期を済ませずに子供が急に2年生集団にはいったらどのようなことになるか想像には難くない。渡航先がイギリスの場合、読み書きが4才で始まるため、誕生日月に係わり読み書きでなりをとることになる。算数ではただ計算が出来ないという問題でなく、帰国後、何年生であれ数の概念や５、10といった数のかたまりの認識が持ててないケースも見られる。この時期に自分のわかる言葉での数遊びや言葉遊びを十分にすることがいかに重要かを示していると思う。

③　高学年帰国に見られる傾向

　10才を越えて高学年で帰国する場合、先にも述べたように学習に大きな問題を持つケースは少ない。その一方、思春期に入り築いてきた友人関係から引き離され悲しみを抱えつつ親の状況に従うしかない心の葛藤、またいくつかの国を経て初めて日本へ来るなどして自分のアイデンティティーについて悩みを持つ場合もある。いずれにしてもこれらの子供たちは非日本語環境下年数は8年～10年と長いことが多く一つの強い言葉を持で、安定した学習してきている。そして、育った国の考え方や文化を豊富に備えている。この場合、日本語がゼロに近い状態であっても、現地語により言語の構築ができているため日本語習得は順調に進み、英語などそれまで使用してきた言語の保持力も強い。また、滞在年数が短い場合もしっかりした母語を備えて離日しているため現地語の学習もしっかりできた状態で帰国したと言える。次にこれら三つの問題・傾向について事例を挙げて述べたい。

＜事例１＞　2言語獲得成功例

　4年生4月（9才）編入　男　在米0－9才　両親日本人　

　編入時の状況：日本語で出来るのは簡単なあいさつのみ。永住予定をしていたため

家庭生活言語は英語。編入後も常に英語の本を持ち歩き読んでいた。

　対応と経過　：漢字教材は本人の選択のより外国人学生用を始め、日本語初期指導に入る日本語初期文法を学習後、徐々に国語教科書教材に入り、１年３か月後（5年生1学期終了時）には3年生教材を読み取ることが出来るほどになり母学級へ戻った。その後児童会役員で活躍するなど学校生活に積極的に参加した。英語力も初等学校終了時のpreTOEFLも満点を取るなど維持している。この子供の場合、日本人ではあるが母語は英語であり、その強い言語で現地校4年生終了近くまでしっかりと学習し知識を獲得することが出来ていたため日本語への変換は困難ではなかったと思われる。また10才になるという年齢から英語保持も確かだった。言語能力の高い子供で家庭の言語に対する意識も強い。ただし、編入半年を経過したころ、大熱を出し、一時虚ろな表情の時期があった。本人の中に環境の変化に耐える大きな葛藤があったのだろうと推測する。２年後の聞き取り調査によると、半年後にサッカーを通して友達が増えたころにやっていけると思ったと言う。

＜事例２＞　情緒的問題例

　　2年生4月（7才）編入　男　在米５－７才（3年間）両親日本人

　編入時の状況：教師の指示は理解しているが、無表情、無反応。

　対応と経過　：本来学習援助のみ必要であり日本語指導の必要な子供ではなかったが、担任などの要請によりまず一対一で対応した。その際、本人の発語発話に期待することなく、言葉かけ、読み聞かせ、課題に対してほめるなど向き合って語りかけ続けた。しばらすると、入室するさい目で私を探すようになった。そこで、日本語初期指導をする２，３人グループに入れゲームに参加させた。するとゲームの楽しさに引き込まれて思わず声を出し自分の気持ちを表すようになり、それをきっかけに徐々に話をするようになった。後日保護者との面談から、渡米以前に言葉の発達に問題があり特別な指導を受けていたことを知った。その後二学期には運動会に活躍するなど母学級の活動に少しずつ参加できるようになり、一年後には廊下で出会っても笑顔であいさつに応えてくれるようになっている。離日以前（4才前後）の言語発達の問題がその後の他言語環境での生活と帰国に影響をもたらすこと、また、言語的に弱さのある場合、新しい言語に気をとられずに母語での自然な語りかけをしていくことの重要性を感じるケースであった。

＜事例３＞　学習困難例

　5年生11月編入　男　在米　6才―10才（4年間）ESLに3年間在籍　両親日本人

　編入時の状況：会話に問題なく大変よく話す。

編入半年経過後一年生の漢字学習以降学習が全く進まない様子。

　対応と経過　：本校編入児童は4月と9月に多いが、半年程たつと次の新しい編入生が来て周りのものの目がその子供たちにいきがちになる。そして、すでに編入している子供たちは‘もう半年もたった’あるいは‘よく話せる’といった単純な理由でその実際その子供がどれほど学習を理解していくか見極めるのを怠ってしまう危険性がある。心理的にも半年たった帰国生は疲れがでるころでカウンセリングをするなど共に半年を振り返ってあげることが必要な重要な時期であると思う。この児童の場合、編入後半年たち6年生になって少したったころ、未だに漢字では2年生の学習のはじめを行ったり来たりしていた。そして、それをごまかすかのように好きな手品を友達に見せることに興じ、話し方も以前よりまして速く英語も混じってきていた。無意識のうちに質問されるのを拒んでいるようにも見えた。英語力の維持も難しかった。その様子に慌て、小さい漢字テストを作って与えた。5問のみで次のものには前回の5問中4問が同じ漢字といったものだった。教材として「日本語を学ぼう」の理科を使った。年齢にあった知的刺激を与えつつ、とにかく100点を取らせるために作戦だった。そして、100点を取り始めたこの子供は生まれて始めて100点を取ったような顔をし始めた。おそらくそれは事実であっただろうと思う。そして、ある日教室でうるさくしていた子供たちに向かって「君たち、さっきうるさかったね」と自信ありげに言った。そのことを母親に話すと母親は我が子がそんなことを言ったかと驚き、それまで自分の子供を肯定的に見られなかったことを語った。これをきっかけに母親の意識が変わり夏休みを向かえ、親の協力の元にこの子供の日本語力が開花し始めたように思う。その後、この児童は本学中学国際学級に進み根気強い継続的な指導の元で学習している。（資料４作文例）この子供も小学校１年生半ばで、母語での読み書きが定着しないまま離日し他言語環境に入っていった。そして4年間という滞在年数の中で第2言語の学習言語も確立しないまま帰国したのである。出来ると思われるためにどのような教材を与えるか、また、親の言語に対する肯定的な励ましの姿勢がいかに子供の言語を伸ばすことを表したケースである。その後母親は積極的に学校行事に協力している。

2.5 問題・傾向のまとめと考察

　　以上の問題・傾向から年少者の言語獲得に関して次の三つの門があるように感じる。

1 ４才前後　―（母）親と強い言葉で十分な接触がなされたか。

2 6才前後　 ―　確かな言語で学習を始めることが出来たか。

3 10－12才　―　知識を得られるひとつの強い言語を持っているか。

どのような言語環境であれ、幼児期に一つの強い言葉を持ちそれで十分に遊び、周りの大人の愛情を理解することのよって心の安定を得ること、これなしに第二言語習得はあり得ない。そればかりではなく、その後の人格形成に大きな影響を与えると思う。また、知識獲得の基本になる文字の読み書き、数の概念の習得が十分に出来なければ、その上にどんな学習を積み上げることも出来ない。また、よくわならかい言語の中で学校生活のルールが理解できずに入れば、その子供は日々聞き流すことを学び、学習習慣を身に着けることは難しい。子供はマイナスであれプラスであれ常に何かを学んでいると思う。この倍リイリンガルに関する学習問題の修正の開始は言語の臨界期といわれる（10－12才）また思春期を迎える以前の小学校教育の中でされ、学習言語習得にかかるといわれる６－７年を目安に根気強くなされていかなくてはならないと思う。その共通理解の下に教師や親がいかに子供を励まし、ほめることが出来る材料や教材を作るか、また、触れたことのない学習項目があればいつでもそこに戻って寄り添って指導援助をしていく、そのような姿勢が子供たちの能力を伸ばしていくと思う。始めに述べたように帰国生を受け入れるということは言語環境の変化による問題を持つ可能性があるというリスクをも受け入れることであり、それに携わる教師や親はそれをも修正に導く責務があると感じる。また他言語でしっかり学習が出来てきた子供たちに対しても、彼らが得てきた日本語以外の様々な能力、また、考え方感じ方を彼ら自身の宝として大切に育てる目を周囲の者たちが持つべきだと思う。本学園の場合、幼稚園から高校までの帰国生を受け入れる一貫教育であり、それぞれの関係教師・英語教師とも連絡を取りながら子供たちの成長に沿っていけることは大変幸いなことであると思う。

資料　４　　　　　　　　　　　　　　

（男　5年生１１月編入　作文）
①　6年生6月　　　　　　　　　　　　②　6年生8月
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③　中学2年生5月
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2.6　今後の課題

1 子供たちの中の多文化をそのように活かしていくか

日本語をほとんど持たずに編入してきた子供たちに接していくとき、日本語能力が未熟な中もに彼らの中に光るものを感じることがある。このまとめをするうちに、彼らが日本での学校生活・社会生活にしてく中でこの輝きをどうしたらよりよく活かしていくことが出来るかと考えるようになった。もしこの子供たちが‘自分たちは出来ない’‘日本人のようにならなければ’と常に思っていたら彼ら自身の人生を送っていることにならない。帰国の子供たちが英語を維持するのと同じように本当のバイリンガルとして彼らの内面文化も活かされる教育環境を出来るところから作って行きたいと思う。

2 問題を知る意識

今回提示した帰国生に係わる問題に、どれほどの親や教師が気づいているのだろうかと思う。私自身、初等教育・日本語教育に長く携わってきたにも拘らずごく最近までしらないことであった。帰国による問題を持った子供親でさえ、そのことを知らないこともある。そうであるなら、誤った対処の仕方、理解のされ方で本来ではない人生を送るものが起こらないであろうか。多言語環境にある子供たちの背景が正しく理解され対処され豊かな多文化をもったものとして生きられるよう、帰国・多言語にかかわるもの者たちの問題を知る意識を少しでも高めていけたらと思う。

＜注＞

１　日本語以外の言語を指す。三言語使用者もあることから第二言語といえない状況もあるため。　
　

＜参考文献＞

中島和子1998『言葉と教育』海外子女教育振興財団

角山富雄・上野直子2003『バイリンガルと言語障害』学苑社

中島和子1998『バイリンガル教育の方法』アルク

ジム・カミンズ、マルセル・ダネシ2005『カナダの継承語教育』明石書店

古澤恭子『ADHDさとるくんの場合』すずき出版

国立国語研究所2002『多文化環境にある子どもたちの言語環境』日本語教育ブックレット1
３．啓明学園初等学校の英語の指導
　　　　　　　　佐々　信行（啓明学園初等学校）
＜週２時間の授業（一般・国際の同時進行）＞
　　一般クラス（各学年２クラス）　



日本人のバイリンガル教員２名

　　　　　　　　　　　　　＋アメリカ人の助手

　　国際クラス（各学年１～２クラス）　

　　　　アメリカ人教員１名、イギリス人教員１名

　　　　児童数は、全校で５０～６０名ぐらい（全校児童数　約３２０）

＜小学校での英語指導の考え方＞
· 年齢が低いほど、言葉と生活が密接にむすびついていることをふまえ、無理をしない。
· 音声に親しませることを重視するが、書く活動もとり入れる。

· 中学で意欲を持って学習できる素地をつくる。

＜英語国際クラス＞
· 英語で生活してきた児童を対象。
· 英語の学校の指導法や雰囲気に近づける。

· 英語が第一言語である児童もいることに配慮する。

＜英語を使う場面＞
· 英語が聞こえることがごく普通に

· 外国からの訪問者等の機会

· 英語で生活する学校との交流

· 毎日の放送、行事のときの案内

＜中学校での英語の指導＞
· 週５時間（中１）の授業

· 一般３つ、国際２つのレベルに分けて指導

· 希望者には、土曜日にも学習の機会

＜課題＞
· 英語を使う環境をどう充実させるか

· 学習の状態のちがいにどう対応するか

· 初中高をとおしたカリキュラムの開発
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資料　３　（日本語初期指導記録例）　


　　　　　　


男（在米６～１１才）


6年生４月編入　読み書きゼロ


　　　カード　　　　　　　　　　　 文法


　　　　ひらがな・かたかな 


　　　　公文カード（視写）　　　　　 ↓


　　　　日本語を学ぼう（算・理）


１ヶ月　1年漢字開始　　　　　　　　 ↓


　　　　音読開始


　　　　１下しごとをするじどうしゃ


２ヶ月　１下おもしろいかんじ


　　　　１下わたしがうまれたとき


　　　　（夏休み）


　　　　　　　　　　　　　　　　　   ↓


５ヶ月　漢字２年へ


　　　　２上おおばこ


　　　　２上はじめてでんしゃにのった


７ヶ月　２上えんぴつのひみつ


　　　　　　＜テスト開始＞　　　    助詞


　　　　２上草色のマフラー


　　　　３上こん虫の口と食べ物
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